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A module of analogue pulse level converter and buffer was developed for 

data acquisition system of 5045 klystron. Using noise protection technique, 

we achieved pricise data acquisition in high noise environment.

は じ め に

高 ヱ ネ ル ギ ー 物 理 学 研 究 所 で は 、 Japanese Linear Collider (• 

の た め に 、 Те st accelerator facil it y( T  A F ) の 建 設 が 進 め ら

の 開 発 項 目 と  
S し А С製 一

I し С ) の R & D 
れ て い る 。 Т A F 

れ る が 、 我 々 は
ク ラ イ ス ト ロ ン の

し て 、 ハ イ パ ワ ー • デ バ イ ス の 計 靠 機 制 御 が あ げ ら  
5 0 4 5 ク ラ イ ス ト ロ ン を 計 算 機 制 Й丨 す る た め に 、
F Pm rの デ 一 タ を 計 算 機 に 取 り 込 む た め の シ ス テ ム を 製 作 し た  

本 稿 で は 、 こ の シ ス テ ム の 構 成 と 特 性 に つ い て 述 べ る 。
V R

2 • シ ス テ ム 描 成

囟 1 に R F シ ス テ ム

V A X は 4 才 ブ テ ィ 力
M A С と 接 続 さ れ て い
の 〇 N ゾ 〇 F F 、 電 圧

全 体 構 成 を 示 す 。 計 算 機 に は 、
オ ブ テ ィ カ ル • フ 了 イ バ 一 を 用 い た シ リ 丁 ル

る 。 С А М А Сモ ジ ュ ー ル か ら モ ジ ュ レ  
の 設 定 を 行 な っ て い る 。
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a ) 測 定 シ ス テ ム
図 2 に 、 fflij定 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 。 V k， 1 ぃ R F PO” 「の 各 信 号 は 、 アナ 

ロ グ • パ ル ス 用 レ ベ ル 変 換 バ ッ フ ァ で A D  С (LeCroy 224 9A)に 入 力 可 能 な 振 幅 、 

極 性 （0 〜 ー 5 V ) に し て い る 。
A  D  C は 、 Gate の Timing に (22?9а) csy td*2

よ っ て 波 形 の 任 意 の 点 か ら 測 定 が  
出 来 る 。 ま た P u l s e 幅 を 変 え る  
こ と に よ っ て 積 分 時 間 を か え る こ  
と が 出 来 、 後 述 す る よ う に ノ イ ズ  
等 の 影 鞞 に 対 応 出 来 る よ う に し た 。

С S Y は 、 A  D  Сの 動 作 に 同 期  
し た ク リ ア 信 号 を 与 え 、 САМА 

С c o m m a n d と の 衝 突 を 避 け て い る  
丁 D  —  2 は 、 T i m i n g 信 号 の  

Delay module で あ り 、 約 1 0 n s 

の 精 度 で G a t e 信 号 を 制 御 す る こ  
と が 出 来 る 。
b ) ア ナ ロ グ • パ ル ス 用 レ ベ ル 変 換 バ ツ フ 了

各 入 出 力 の ス ペ ッ ク を 、 表 1 に 示 す 。 こ れ ら の 信 号 を A D  Сに 入 力 す る た め に 、 
丁 ナ ロ グ • パ ル ス 用 レ ベ ル 変 換 バ ッ フ т ( 以 下 バ ッ フ ァ ） を 製 作 し た 。 そ の 構 

成 を 図 3 に 示 す 。 出 力 は 、 A D  Сの 他 に 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 、 モ ニ タ ー 、 予 備 用 に  
4 出 力 を 用 意 し た 。 こ の 回 路 に 要 求 さ れ る の は 、 高 速 性 と ノ イ ズ 耐 性 で あ る 。
こ の 両 者 は 、 相 反 す る 特 性 で あ る た め 完 全 な 特 性 を 丨 辱 る こ と は 難 し い 。 特 に ノ イ  
ズ に 対 し て は 、 モ ジ ュ レ ー タ ー が 大 き な ノ イ ス ’源 で あ る た め 、 一*番 の 問 題 と な つ た 。

FIG ,2 D A T A  A CQ U ISIT IO N  SC H IM E

表 1

Input V I( 1 b , R F p о •** в г

Device С divider С 丁 Peak power meter(video )

Imput Range 0 〜 ー  5 0 v 0 〜 4 5 v 0 〜 5 v

Input

1 mpeadance 1 M  Q 1 M  n 5 0 fi

OUTPUT RANGE 0 〜 ー  5 v 0 〜 ー  4 5 v 0 〜 ー  5 v

Output 

Impeadance 5 0 Q 5 0 fi 5 0 fi

GAIN 1/10 一 1/10 一 1
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b )

3 • 試 験 結 果  
図 4 に 今 回 製 作 し た バ ッ フ T の 入 出 力 特 性  

を 示 す 。 V k， 丨b の 信 号 は ほ ぼ 忠 実 に 出 力  
さ れ て い る （図 4 .  a 、 図 4 .  b ) の に 対 し  
て 、 R F pow.r l i  ノ イ ズ の 影 響 を 受 け て い る  
( 図  4 .  с ) о こ れ は 、 Peak Power Meter 

(HP 89000 )か ら の 信 号 レ ベ ル が 小 さ い こ と と  
V м 丨bの G a i n が 1ハ 0 倍 で あ る の に 対 し  
R F p。w e г は G a i n が 1 倍 で あ る た め と 思 わ  
れ る 。 ノ イ ズ 対 策 と し て 、 フ ィ ル タ の
増 強 、 丁一  ス の 增 強 等 を 行 な つ た 結 果 あ る 程  
度 （図 4 • d ) お さ え る こ と が 出 来 た 。

こ の バ ッ フ т を 用 い て 計 算 機 に 取 り 込 ん だ  
結 果 を 図 5 に 示 す 。 V k, I ン は 、 ほ ぼ  

リニ 了 な 特 性 を 示 し て い る が 、 R F powe гは 
ノ イ ズ の 影 轉 で ゼ ロ 点 附 近 で リ ニ 了 リ テ ィ が 惡

ADC

Rhpwo

Fig. 3 Analogue  pulse level shift and buffer circuit 

，な つ て い る 。
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